
熊本大学教護部紀要人文・社会科学編第15号：19-25（1980）

数字系列の再生における時間間隔

刀根辰夫

渡辺功＊

熊本大学教養部心理学教室

（昭和54年10月１日受理）

EffectofTemporalPausesonRecallProcessofDigitSeries

TatsuoTONEIsaoWATANABE

DepartmentofPsychology DepartmentofVisuaI

FacuItyofGeneralEducation CommunicationDesign

KumamotoUniversity KyushulnstituteofDesign

（ReceivedOctoberl，1979）

AhstT璽域

Therelationoftemporalpatternbetweenstimulusseriesandresponseserieswas

investigatedSubjectsrecalledvisualdigitseries,whensuccessivelypresentedwithpauses，

followingthesametemporaIpatternaspresentatiOn・But，aforcedtemporalpatternof

subjects'responseswasfoundtobemoreefYectivetbanthepresentationpattem．

系列刺激を記憶する場合の問題のひとつに構造化がある．単純なものは，系列内の項目を数個ず

つまとめてグループとして覚えることを挙げることができる．この構造化なり群化が起る機制につ

いては多くの研究がある（Postman,1975)．ここでは，単に時間的に系列に区切りを入れるものを

取り上げる．Ｂｏｗｅｒ（1969）は数字系列を聴覚を通して憶えさせる実験を試糸，時間的ポーズを置

くことによって，ポーズにはさまれた項目が群化し，グループとして記憶されることを示した.

文字系列の聴覚的提示においても，同じくポーズを置くことによってrecodingが起ると仮定

し（Bower,1970)，さらに文字の視覚提示に際しても類似性に基づいて群化して知覚するという

(Bower，1972)．それらを通じて，被験者は，情報を取り入れる時，群化によってまとめた項目を

知覚的単位さらにcoding,recoding単位として処理することを主張している.

そこで，数字系列の視覚提示におけるポーズの有無を問題とする．数字系列を連続的に視覚提示

して記憶再生作業を行った時，提示での各項目の時間関係と，被験者が再生する際の各項目の時間

関係とはどのように連関するだろうか．実験的に二つの状況を作った．ひとつは，提示系列に時間

的ポーズ(明らかに他よりは長い間隔時間)を挿入し，再生時の反応間時隔との関係を見る(刀根・

渡辺，1977)．もうひとつは被験者に，再生時に反応間の定められた位置にポーズを挿入させ，提

示系列での時間パタンとの関連を見るものである．
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実験Ｉ

同一視点に数字を連続的に提示する短期記憶実験を行い，数字系列内に挿入したポーズの効果を

検討する．

＜方法＞

刺激材料．１から９までの数字から８個をランダムに選び，２４種類の数字系列を作った．

装置・赤色発光ダイオードの７セグメソト数字表示素子（シャープＧＬ－８ＲＯｕＤを用いて数

字を連続的に提示した．数字の大きさはたて６．５×よこ１０ｍｍで10.右に傾いている．反応は０－９

の数字および小数点を各を表面に印されたスイッチを３×４個に組Z入込んだキーボードを押すこと

でなされた．押されたキーに対応する数字およびキー押しの時間間隔は，自動的にプリソクーによ

って記録された．時間は、ｓ単位で測定された．

手統き、８個の系列を成す数字は間隔時間をはさんで提示された．その間隔時間の変化によっ

て２種の提示条件が作られた：１．ポーズを２個所に持つ［ポーズ条件]；２．すべての間隔時間

は等しい長さ［等間隔条件]．さらにポーズ条件は，２個のポーズを８個の数字の系列位置のどこ

に置くか仁よってふたつに分かれる：ａ、８個の数字を３－３－２と区切る位置にポーズがある（パ

タンＡ）；ｂ、８個の数字を２－３－３と区切る位置にポーズがある（パタンＢ)．その上に，ポーズ

の長さを他の間隔時間の２倍（×２条件）４倍（×４条件）６倍（×６条件）と三段階に変化させ

た［ポーズ時間条件]、その際等間隔条件もポーズ条件の総提示時間と等しくするため，提示時間

はその漢上にして間隔時間を長くした．ポーズ条件においては数字の提示時間は３５０，ｓで一定，

ポーズではない間隔時間も350ｍｓ一定とした．提示時間条件は表１に示した．

被験者には，およそその視線に向けて置かれた提示装置を腰掛けて見，連続的に示される数字を

記憶し，８個の数字が終った直後に鳴る信号音を合図に，できるだけ速く，最初から順に数字キー

を押して再生するよう教示した．ポーズその他時間関係については何も触れなかった．二極のポー

ズパタソ条件（パタンＡとパタンＢ）に対応して二群の被験者を作り，各条件群の被験者は３つの

ポーズ時間条件下それぞれ８回（内，練習２回)，計24回の試行を行った．各ポーズ時間条件はひ

とつのセッシ画ソを成し，各セッシ園ソ間に２分間の休憩を極いた．ポーズ時間条件およびポーズ

ペタソ条件におけるＡ，Ｂパタンの出現順序は被験者間でカウターバランスした．

表Ｌ提示時間関係（ｍｓ）
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被験者．男女６名から成る大学生を２群，計12名であった．

＜緒果＞

等間隔条件では，どのポーズ時間条件においても系列位置間に有意差は見られなかった．しかし
ポーズ条件では×４，×６条件で系列位置および交互作用に差が見られた［×４；Ｆ(6,60)＝2.652,
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ｐ＜､05,Ｆ(6,60)＝2.562,ｐ＜､０５：×６；Ｆ(6,60)-5.346,ｐ＜､05,Ｆ(6,60)-5.009,Ｐ＜，

05]・図１に各時間条件毎の反応間隔時間を示している．結果から明らかなように，各パタンとも

ポーズの位置の反応間隔時間が長くなっていることが分かる．ただ，多くの場合最大の反応間隔時

間は最初の項目が再生されるまでの潜時である．しかしその時間間隔は性質が異なると考えここで

は除いている．

一方，正再生率については図２に示している．ポーズの存在が影響したかどうかを次の基準で

見た：（１）ポーズの前後の系列位置に再生率の違いがある（２）ポーズによってはさまれた項目群

は再生率に差がない．これら条件に適合するのは×４条件パタンＡの第１ポーズと×４条件パタソ

Ｂの第２ポーズである．これはポーズの効果が必ず正再生率に影響するとはいえないが，条件によ

っては出現することを示唆する．

従って,数字系列にポーズを挿入して提示し記憶再生作業を行わせると,それぞれの項目と同時に

その時間関係をも再生時まで保持し，反応に何らかの影響を与える場合のあることを示している．
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実験Ｉ

実験Ｉに鎧いて示された提示系列中のポーズの効果は，どの程度被験者の反応を規制するもので

あるか知る必要がある．ここでは，被験者が再生時に，提示時間パタンとは異るパタンで強制的に

反応させられる．その反応時間パタソと提示時間パタンとの相互作用を検討する．

＜方法＞

刺激材料の性質，装置は実験Iと同じである．

手続き．実験エにおけるポーズ時間条件のＸ４条件の承を用いた．等間隔条件も同様である．

被験者は，キーを押して反応する作業に憤れるため２分間にわたり装置を操作した．その後次のよ

うな教示が与えられた；１から９の数字が次Arに提示されるのでそれらを記憶し提示終りの合図と

同時に，キー押しによって最初から順に再生すること，特にキー押しの際，再生する数字は２個ず

つまとめて,２－２－２－２と間にポーズを置いて反応するよう．この指示の後６回の練習試行と９回

の実験試行，計15試行が連続して行われた．ひとりの被験者に対して，ポーズパタソ条件，等間隔

条件が３系列ずつ課され，その順序は各人毎にラソダムであった．

被験者．男女６名の大学生．

＜誌果＞

反応間隔時間の結果は図３に示されている．ポーズパタソ条件，等間隔条件いずれの場合も，提
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示パタンに影響されず反応パタン通りの変化を示していることが分る［系列位置の効果；Ｆ(6,30）

-34.73,Ｐ＜､01ｺ．一方正再生率（図４）はいずれの時間パタンにも影響されなかった．このこ

とは，実験エでのポーズの効果は被験者の構えによるのではないかと示唆する．

察零

ポーズが刺激系列記銘時の鯛造化に役立つという仮定は，ここでは明確には支持することはでき

なかった．刺激系列提示時の時間関係が内容の保持に伴って保たれる（あるいはその逆）ように見

える場合もある．しかしその効果は，被験者が意識しない，実験教示で触れられない場合の承で起

り，反応の時間関係を指示すると消失する．

もちろん実験Ⅱの手続きには，反応方法(時間関係)を前もって知らせるので〆記銘時にすでに，

提示パタンを無視して被験者のパタソ（指示されたパタン）に適合させて処理しているに違いない

という疑点がある．その影響を除くにはプロープ技法や選択的記銘に用いられる後から指示する方

法（例えば渡辺，1977）が考えられる．だがそれらも被験者が数回経験すれば構えができることは

予想されるので効果的とは考えにくい．

問題は，（ａ）刺激系列提示の時間パタソ（ｂ）被験者の記銘時の時間パタソおよび（ｃ）再生

時の時間パタン，これら三つの関係である．実験エではａに他の二つが一致する傾向を見せ，実験

Ⅱではａとｃ（あるいはｂ）とのくい違いは被験者内のパタンに一致することで解消したと考えら

れる．しかし実験Ｉの場合でも先に述べた構えと呼んでよいであろう被験者の心的状態に，重みが

あることを示す結果を挙げることができる．

それは実験エにおける提示時間の総計と反応時間の総計との違いである．提示時間の総計は表１

に示すように,パタン時間条件で三段階に変化している．だが反応時間総計(刺激系列終了時から反

応項目の最後まで）は平均7551,sで，その時間条件に対応した変動はしない［Ｆ(2,4)-1.071,

Ｐ＞､０５；ただし等間隔条件下では有意に短い；Ｆ(2,4)-11.273,ｐ＜､05ユパクソとしては提示

時間関係に影響されているが，総時間鐙から見れば被験者内の時間機制（刀根・渋田，1979）に従

って処理されていることが分る．

このような点は，系列刺激の記憶に関して項目内容と順序とが独立の情報として処理されるかと

いう問題として取り上げられるが（DettermanandBrown,1974)，時間関係として扱われること

が少いように見える（Ｔone,1977)．
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